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Anti-Human 
TSC1/Hamartin (T1149) Rabbit IgG Affinity Purify 
 
容量 : 100 μg 
 
 
 
はじめに : TSC1は約130 kDaのタンパク質TSC1/Hamartin をコードする腫瘍抑制遺伝子で

す(文献 1)。その機能喪失は、ヒトでは結節性硬化症 (TSC: tuberous sclerosis 
complex) や血管筋脂肪腫の原因となり、動物モデルでは TSC1 欠損マウスは腎が
んを発症します(文献 2)。TSC1 遺伝子の産物 TSC1/Hamartin は、もう一つの腫
瘍抑制遺伝子 TSC2 の産物 TSC2/Tuberin (文献 3)と細胞質内で複合体を形成しま
す(文献 4)。同複合体は、インスリン・シグナル伝達経路において mTOR 活性を抑
制し、細胞の成長・分裂を制御しています(文献 5)。増殖刺激下では同複合体の形
成が阻害され、その結果 mTOR 活性に対する抑制がはずれ、細胞の成長・分裂に
つながります。 

   
免疫抗原 : Human TSC1/Hamartin の部分合成ペプチド (GQLHIMDYNETHHEHS) 
 
精製方法 : 抗原ペプチドによる特異精製 
 
包装形態 : 1% BSA、0.05% NaN3含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加(この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2 ～ 8 °C 保存 5 年間安定 
安定性 : 溶解後 –20 °C 保存 2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 1～5 μg/mL にて使用可能 
使用方法  ウエスタンブロッティング 1～5 μg/mL にて使用可能 
   
特異性 :  Mouse と交差 
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